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小型衛星がつくる新しいリモセン業界！
～各社の垣根を越えて～

株式会社アクセルスペース 中村様
キヤノン電子株式会社 酒匂様
株式会社Synspective 新井様
宇宙航空研究開発機構 松尾様

ソリューション事業第二部 ・ 向井田 明
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利用の拡大に期待！競争の激化も？

2引用：Smallsats by The Numbers2021, BRYCE space and technology
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衛星Hard Ware, Systemとしての特徴は？
提供する価値は？
ビジネスモデルは？
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事業概要

専用衛星事業

顧客のニーズに合わせ、
概念設計から製造、打上
アレンジ、運用までをワ
ンストップで提供

今年以降、量産を見据えた
汎用バスを開発予定。
AxelGlobeを支える自社衛星
量産ノウハウを外部提供。
→汎用衛星プラットフォーム 汎用設計 多種量産 自動運用

データ事業を支える製造・運用インフラ

軌道上
インフラ

データ
取得

データ
蓄積

ハード製造からサービス提供までの全てを扱うユニークな垂直統合型事業形態



Sensing the world, changing the future.



2018.12.27 11:07(JST)
GRUS-1A 打上成功！



2021.3.22 15:07(JST)
GRUS-1B, 1C, 1D, 1E 打上成功！



打 上 日 2021年3月22日

ロ ケ ッ ト ソユーズ（Soyuz-2）

射 場
バイコヌール宇宙基地
（カザフスタン共和国）

投 入 軌 道 太陽同期軌道 高度585km

打上事業者 露GK Launch Services

〔打上詳細〕

撮影頻度
（東京付近）

撮影キャパシティ

14日に1回

(日本全土撮影に4ヵ月)

10万㎢ /day

2日に1回

(日本全土撮影に1ヵ月)

150万㎢ /day

3月に4機を打ち上げ、合計5機によるコンステレーションが実現

5機体制の実現で観測頻度と観測エリアが大幅に拡大し、新たなニーズに応えることが可能

3月22日
打上！

※通信速度のスペック向上を含むハードウェアの改良および契
約地上局数の増加があるため、5倍を大きく上回る値が実現す
る

2023年にはさらに5機を追加し、10機体制で全世界を1日1回で撮影できる体制に
（5機体制時点でも、画像品質を問わなければ1日1回の撮影は可能）



地上分解能 Pan: 2.5m, Multi: 5.0m

仮 幅 57km+

スペクトル

Pan: 450-900nm
Blue: 450-505nm
Green: 515-585nm
Red: 620-685nm
Red Edge: 705-745nm
NIR: 770-900nm

ビット深度 12bit

衛星スペック・提供サービス

質 量 100kg

サ イ ズ 60cm x 60cm x 80cm

軌 道
太陽同期軌道、高度585km

LTAN 11:00

発 生 電 力 100W（軌道平均）

ミッション
データ伝送

400Mbps（Xバンド）

設 計 寿 命 5年

ミッション部

バス部

AxelGlobe WebプラットフォームからのAOI指定および画像
ダウンロードが可能。

AG Tasking & Monitoring サービス

頻度のニーズに応じて、指定AOI（30km x 30km）を月1回・
3回・6回撮影し、画像を提供するサブスクリプションサービ
ス。月1回の場合月額10万円（税抜）で提供。

アーカイブ、雲なしモザイク、緊急撮影等の新サービスの提
供開始に向けて準備中
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JAXA X 小型衛星プロバイダー

JAXAが期待していること
小型衛星プロバイダーが期待していること

どんな価値が生まれるのでしょうか？
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JAXAとの協業のあり方

現在、J-SPARCでAxelGlobeとALOS-3双方のデータを活用したソリューション検討を実施
中。合わせて、熱赤外センサの次期GRUS搭載に向けても協業

JAXAが新規技術要素の軌道上実証を短いサイクルで実施、民間が実用化を担う
（技術開発リスクをJAXAが取り、民間がビジネスリスクを取る）役割分担が理想
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大量のデータにどうやってユーザを導くか
サービスは垂直統合？水平展開？
プラットフォーマとの連携は？
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データ提供、パートナーシップのあり方

販売代理店や解析事業者とのパートナーシップを通じ、より多くのエンドユーザにアプローチするのが
基本戦略。データプロバイダとしての強みを生かし、AxelGlobeに基本的な解析機能を充実させることで、
衛星画像に関する専門知識を持たないソリューションプロバイダも巻き込むことを目指す

他社データプラットフォーム

AG基本解析機能

解析事業者・販売代理店
ソリューションプロバイダ

Data
Layer

Analytics
Layer

Solutions
Layer

API

API

エンドユーザ
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私たちは、

”Remote Sensing Transformation”
を通し、RSデータの社会実装を目指します。

最後に、
RESTECへの期待、そして協力してどのようにRS業界を
盛り上げていけばよいかアイデアをお聞かせください
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RESTECへの期待

EO業界は、力強い成長を目指さなければならない。
そのために必要なピースは、揃いつつある。

Data Provider Side End User Side

コンステレーション
構築による、高品質
データの大量供給

機械学習等による、
変化抽出等の高速な

基礎解析処理

ニーズを抽象化、汎
用的なソリューショ
ンプロダクトを生成

プロダクトの組み合
わせや応用により新
たな顧客にサービス

を提供

長年蓄積してきた技術と経験を駆使して、
新規市場開拓を積極的に進めていただきたい
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